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　助成事業の概要

＜実施目的＞
　専門的な知識を学び理解を深めるだけでなく、
もっと根本的な専門職としての理念や子ども観に
ついてしっかり見つめ見識を高めることを目標と
します。子どもの現場で働く職員が夢を持ち前向
きになれるように全国的に注目されるような講師
陣を招聘し、学ぶ楽しみ、子どもと関わることの
面白さ、誇りを持って働くモチベーションを奮い
立たせる研修会を開催します。
＜対　象＞
　保育所、児童館、放課後児童クラブ等　子ども
と関わる施設・事業従事者全般
＜日時等＞
(1)６月２４日（土）14:00 ～ 15:30 講師：ケロ
ポンズ
演題：『ケロポンズとあそぼう！』
会場：仙台幼児保育専門学校　大ホール
(2)９月３日（日）13:30 ～ 16:00 講師：汐見稔
幸（東京大学名誉教授、前日本保育学会会長）
演題：『いきいき保育研修会 “古い保育” から抜
け出したい』
会場：仙台幼児保育専門学校　大ホール
(3)１１月２５日（土）15:30 ～ 17:30 講師：神
谷明宏（聖徳大学准教授、玩具福祉学会副理事長）
演題：『小学生とあそび～目的と構成で変わる関
わり方／レクゲーム実践～』
会場： ベネシアンホテル　白石蔵王　ローズルー
ム

　事業の成果

(1)６月２４日（土）　14:00 ～ 15:30 講師：ケ
ロポンズ
⇒参加者数：１０８名（保育所、幼稚園、児童館、
放課後児童クラブ等の職員、地域の方々）
　保育業界では知らない人はいないケロポンズを
お招きしました。代表曲の「エビカニクス」など
のダンス、ふれあいあそびうただけでなく、増田
裕子さんのパネルシアターなど現場ではおなじみ
の児童文化財の紹介、活用について実践的に学ぶ
機会を設けることができました｡当日は同じ事務
所の福田りゅうぞうさんにも御登壇頂き、様々な
あそびうたを一緒に披露頂きました。三人の軽妙
なトークに参加者からは終始笑い声が絶えず、遊
びネタのポイントを話している時はメモを取り
真剣に話を聴く姿が見られ、メリハリのある研修
会となりました。コロナも収まりを見せ、アタッ
チメントの重要性が再度注目されるようになり
ましたが、声を出しながら触れ合い、学び合う研
修は非常に満足いく内容でした。
(2)９月３日（日）13:30 ～ 16:00 講師：汐見稔
幸（東京大学名誉教授、前日本保育学会会長）
⇒参加者数：９０名（保育所、幼稚園、児童館、
放課後児童クラブ等の職員および学生）
　当初予定していた企画内容を拡充し、当法人副
理事長および在仙の遊びネタ作家の講演を加え、
いきいき保育研修会として実施しました。講師の
汐見氏と副理事長の対談という形で進行し、保育
現場の今について様々な実践例、これからめざす
べき方向性などについてお話頂きました。子ども

たちの自己選択、自己決定できる環境、主体性を
重視した関わりが大切であること、地域を巻き込
み保育環境を構築することの重要性などをお話頂
きました。時代の変革が進む現代において幼児教
育、保育が担う役割の大きさ、現場で働く職員の
視点、考え方が子どもの未来に大きな影響を及ぼ
すことについて焦点をあて、分かりやすく、端的
に、現場職員としての在り方について改めて考え
させられる内容のお話を聴くことができました。
(3)１１月２５日（土）15:30 ～ 17:30 講師：神
谷明宏（聖徳大学准教授、玩具福祉学会副理事長）
⇒参加者数：38 名（児童館職員、放課後児童ク
ラブ職員、保育園、幼稚園職員等）
　長年、野外教育活動の現場に立ち、自然体験、
レクリエーション活動、グループワークをご専門
にされている神谷氏に、体験活動の重要性に関す
る講話、現場ですぐに使えるレクリエーション
ゲームの実技を教えて頂きました。子ども期に多
様な体験を行うことが、その後の生きる力に結び
付くこと、コロナ禍で体験活動が減ってしまって
いる今だからこそ意識的にそういう仕掛けをして
いく必要がある、などのお話を頂きました。また、
レクリエーションゲームはじゃんけんなど簡単な
ルールであそべるゲームを中心に、個人から小集
団、大きな集団へと遊びが展開し、協力し仲間づ
くりをしていく仕組みなど、説明を交えながら楽
しく体験することができました。

　成果の広報・公表

＜広報＞
・チラシを(1)1,000 枚、(2)1,000 枚、(3)1,000 枚
の 3,000 枚を印刷し、特に仙台市を中心に宮城県
内の児童館、保育園、幼稚園、放課後児童クラブな
ど子どもと関わる現場に配付しました。（当団体が
運営する 20カ所以上の施設、事業所含む）
<公表＞

事業成果報告書（2023年度）

子どもと関わる大人の現場ですぐに役立つ
研修会

・各回の事業報告を団体 Facebook に投稿し、
開催内容について広く発信しました。

　今後の展開

　「子どもの現場ですぐに役立つ研修会」という
タイトルですが、単純にスキルや知識を深める内
容ではなく、もっと根本的な、子どもと関わる業
種をめざすきっかけを再確認できるような、前向
きな研修会を実施することができました。コロナ
が 5 類に移行し、様々な体験活動が出来ない状
態で数年過ごした子どもたちへ今からしてあげれ
ることは何か、汐見氏、神谷氏の講演の中にあっ
た「子ども期の体験の重要性」それを提供できる
環境づくりこそが、子どもの現場職員に求められ
ていること、という話を受け、より実践的な体験
を支援できる内容の研修会を開催したいと考えて
おります。
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